
7章：数列 1：いろいろな数列

等比中項

309 1 < a < bとする。1, a, bはこの順で等差数列で，a, 2b, 2abはこの

順で等比数列である。このとき，a, bの値を求めよ。 （関西大）

310 直角三角形の 3つの角の大きさ A, B, C が，この順で等比数列であ

るとき，その公比を求めよ。ただし，角度には弧度法を用いるものとする。

（電気通信大 改）

311 α, β, αβ (α < 0 < β)は，ある順番で並べると等比数列になるとい

う。また α + β = 1が成り立っている。このとき，β − α = であり，

−αβ = である。 （明治大）

等比中項

309 a, b, cがこの順で等比数列をなす

⇐⇒ b
a

= c
b
（=公比）

⇐⇒ b2 = ac （等比中項）

310 A, B, C の大小は

A < B < C または A > B > C

の 2通りがありますが，いずれのときも A, B, C がこの順序で等比数列をなす条件

は B2 = AC です。

311 α < 0, β > 0より αβ < 0となります。3つの数 α, β, αβ が等比数列をなす

ためには，−⃝，+⃝，−⃝の順に並ぶことが必要です。



7章：数列 1：いろいろな数列

等比中項

309 1, a, bがこの順に等差数列をなすので 2a = 1 + b · · · · · · 1⃝
また，a, 2b, 2abがこの順に等比数列をなすので

(2b)2 = a · 2ab ∴ b = 1
2
a2 (∵ b \= 0)

1⃝に代入して a2 − 4a+ 2 = 0 ∴ a = 2 +
√
2 (∵ a > 1)

1⃝に代入して b = 2(2 +
√
2)− 1 = 3 + 2

√
2

310 角 A, B, C はこの順で等比数列であるから B2 = AC

また，直角三角形の内角でもあるから，最小のもの（Aまたは C）を X とおくと，

3つの数 A, B, C は X, B, π
2
であり

B2 = π
2
X かつ 0 < X < B < π

2
かつ X +B = π

2

をみたすから

B2 = π
2

(
π
2

−B
)

4B2 + 2πB − π2 = 0 ∴ B =
−π +

√
5π

4

よって A < B < C
(
A < B < π

2

)
のとき，公比 = π

2
÷B =

√
5 + 1
2

A > B > C
(
π
2

> B > C
)
のとき，公比 = B ÷ π

2
=

√
5 − 1
2

311 α < 0 < β より αβ < 0

よって，α, β, αβ が等比数列となるのは，3つの数が負，正，負の順に並ぶとき，
すなわち β が等比中項になるときである。

β2 = α · αβ ∴ β = α2 (∵ β \= 0)

これと α+ β = 1，α < 0 より

α2 + α− 1 = 0 ∴ α =
−1−

√
5

2
, β = 1− α =

3 +
√
5

2

以上より

β − α = 2 +
√
5, −αβ = 2 +

√
5


